
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

住
み
良
い
ま
ち
を
創
り
ま
す
。

⃝

交
付
率
日
本
一
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
活
用　
電
子
母
子
手
帳
、
お
く
や
み

窓
口
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
な
ど

⃝

各
種
行
政
手
続
き
の
簡
素
化　
ぷ
れ
ぴ

か
入
退
館
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

⃝

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
問
い
合

わ
せ
の
自
動
化　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
な
ど

自
治
体
経
営
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
推
進　

根
拠
に
基
づ
い
た
施
策
の
実
行
と
、
効

率
的
な
自
治
体
経
営
を
志
向
し
ま
す
。

⃝

証
拠
に
基
づ
い
た
政
策
立
案（
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
）の
推
進　
デ
ー
タ
分
析
な
ど

⃝

革
新
的
技
術
の
積
極
活
用　

Ｒ
Ｐ
Ａ

（
業
務
自
動
化
ソ
フ
ト
）、
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）な
ど
の
積
極
活
用
な
ど

⃝

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化　
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど

⃝

各
種
行
政
事
務

の
簡
素
化　
電
子

会
議
シ
ス
テ
ム
、

電
子
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
活
用
な

ど

⃝

人
財
育
成　
デ

ジ
タ
ル
時
代
に
対

応
で
き
る
人
財
教

育
の
推
進
な
ど

物
産
振
興
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

都
城
が
誇
る「
肉
と
焼
酎
」
な
ど
の
資

源
を
世
界
へ
発
信
す
る
た
め
に
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
力
を
強
化
し
ま
す 

。

⃝

Ｅ
Ｃ（
電
子
商

取
引
）
を
活
用
し

た
物
産
振
興　
市

公
式
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ「
極

上
！　

み
や
こ
の

じ
ょ
う
！
」の
展
開

な
ど

⃝
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　
動
画
や

Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど

⃝

都
城
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
推
進　
数
的
拡

大
か
ら
の
情
報
発
信
な
ど

⃝

街
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進　
市
民

や
市
内
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど

LINE画面イメージ

極上！　みやこのじょう！ タブレット端末を活用した電子会議システム

本市は４月、自治体経営の考え方に沿って「都城フィロソフィ」を策定しました。「本気で挑戦！日本一の市役
所！」のスローガンの下、市民の幸福と市の発展を図るため人財育成による組織活性化を積極的に進めています。
その中で、交付率市区別日本一のマイナンバーカードをはじめとする、将来のまちの姿を大きく変えるデジタル
技術（ICT）を積極的に活用しながら 、市民サービスの向上を図り、利便性が高く豊かなまちを構築することを
目的に「都城デジタル化推進」を宣言しました。今回は、この宣言の３つの柱を紹介します。
� ◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

都城デジタル化推進宣言

１２

３

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
方

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
し
市
民
の
幸
福
と
市
の
発
展
を

実
現
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
本
市
は
8

月
29
日
、「
都
城
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

本
市
が
先
頭
に
立
っ
て
デ
ジ
タ

ル
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域

や
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、

老
若
男
女
問
わ
ず
全
て
の
市
民
が

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
モ
デ

ル
都
市
と

な
る
よ
う
、

挑
戦
し
て

ま
い
り
ま

す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

都
城
市
長

池
田 

宜
永
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「G
row

 w
ith G

oogle

」と
は

G
oogle

に
よ
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
習
得
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
で
す
。
個
人
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
学
生
・
教
育
者
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
受
講
で
き
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の「
オ
フ
ラ
イ
ン（
対
面
式)

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
無
料

で
受
講
で
き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は「G

oogle

」お
よ
び

「G
row

 w
ith G

oogle

」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
り
提

供
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
こ
ち
ら
の
サ
イ
ト

で
確
認
く
だ
さ
い

G
oogle

が
提
供
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

【
は
じ
め
て
の
働
き
方
改
革
】 

「G
row

 w
ith G

oogle

」
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、

G
oogle

に
よ
る
実
証
研
究
の
知
見
を
基

に“
働
く
”
を
も
っ
と
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
方
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
た
め
に
必
要
な
カ
ル
チ
ャ
ー
の
育

み
方
な
ど
、
新
し
い
働
き
方
の
導
入
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
】 「G

row
 w

ith G
oogle

」
の
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に「
認
知
を
得
る
」「
認
知
を
広
め
る
」

「
効
果
を
改
善
す
る
」の
3
つ
の
視
点
か
ら

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
を
学

び
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
具
体
的
な
活
用
事
例
も
紹
介
し
ま

す
。

本市は、Googleが2019年4月22日に発表したデジタルスキルトレーニングプログラム「Grow with 
Google」のパートナーとして、職員および市民を対象にデジタルスキル向上を目的としたセミナー開催などの
活動を始めます。本市は、将来のまちの姿を大きく変えるデジタル技術を積極的に活用し、市民サービスの向上
を図りながら、利便性が高く豊かなまちを市民の皆さんと共に構築していきます。
� ◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

Googleから講師を招き、「はじめての働
き方改革」「はじめてのデジタルマーケティ
ング」について、対面式セミナーを無料で
開催します。

◦日程　10月26日㈯　
◦場所　コミュニティセンター　
①はじめての働き方改革
◦時間　14時～ 15時5分 
②はじめてのデジタルマーケティング
◦時間　15時25分～ 16時30分 
◦定員　�各120人　※申し込み順 
◦�申し込み　①②ともに、10月９日㈬から、

市ホームページで申し込
みを開始

市民向けセミナーを
開催します

　トピック

Miyakonojo City Public Relations   2019.1011



介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者
が
元

気
で
生
活
し
続
け
る
た
め
に
利
用
す
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
本
市
の
状
況
は
、
介

護
認
定
区
分
更
新
時
の
要
介
護
度
推
移
の

調
査（
平
成
30
年
度
）で
、
31
・
４
㌫
の
人

が「
悪
化
」
し
て
い
て
、
本
来
の
目
的
で

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
の
状
況
が
続
く
と
、
介
護
保
険
料
の

支
払
い
額
が
増
加
し
、
子
や
孫
の
世
代

の
負
担
が
増
加

し
ま
す
。
ま
た
、

要
介
護
度
の
悪

化
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
生

活
の
質
の
低
下

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
大
切
な
こ

と
は
、
元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る

た
め
の
改
善
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
」と
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
に
意
見
せ
ず
に
い
る
と
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
最
適
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
改

善
目
標
が
曖
昧
な
ま
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
し
ま
う
と
、
要
介
護
度
の
悪
化
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
時
は
、
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に「
６
カ
月
後
に
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
具
体
的
な

改
善
目
標
や
希
望
を
積
極
的
に
伝
え
、
元

気
に
自
立
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
や
食
事
の
準
備
な
ど
、
今
ま
で
で

き
て
い
た
こ
と
を
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
任

せ
き
り
に
し
て
し
ま
う
と
、
体
の
機
能
が

徐
々
に
低
下
し
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
運

動
し
て
い
て
も
、
入
浴
や
食
事
の
介
助
な

ど
を
任
せ
き
り
に
し
て
し
ま
う
と
、
今
ま

で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
可
能
な
限
り

自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
利

用
す
る
も
の
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
は
補

助
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を

増
や
し
て
い
き
、
体
の
機
能
改
善
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
原
則
１
割
の

自
己
負
担
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
残
り
の

９
割
は
、
介
護
保
険
料
や
国
や
市
な
ど
の

公
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
し

の
負
担
で
済
む
か
ら
と
い
っ
て
必
要
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
介
護
保
険

料
が
高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
体
の
機
能

が
低
下
し
、
生
活
の
質
が
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
よ
く
相
談
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
吟
味
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
こ
け
な
い

か
ら
だ
づ
く
り
講
座
や
健
康
づ
く
り
教
室

な
ど
、
身
近
な
取
り
組
み
に
も
参
加
し
、

要
介
護
度
状
態
の
悪
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

自
身
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

積
極
的
に
関
わ
る

１
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

な
る
べ
く
自
分
で

２

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

吟
味
す
る

３

介護保険料

住み慣れた地域で自分らしく暮らすための

介護保険サービス
高齢者などの介護を社会全体で支え合い、家族の負担をできるだけ少なくするため、平成12年につくられ
た「介護保険制度」。今回は、介護保険サービスの適切な使い方や、介護予防・日常生活支援総合事業について
紹介します。　　  � ◎問い合わせ　介護保険課　☎23-2685
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⃝
�

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
要
支
援
１
・

２
の
人
、
ま
た
は
事
業
対
象
者

※�

事
業
対
象
者
と
は
、
市
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

⃝
�

内
容　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
な
ど

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業（
総
合
事
業
）」は
、
介
護
保
険
制
度
に

よ
る
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
自
治
体
が
独
自
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。
本
市
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
総
合
事
業
を
実
施
。
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、「
一

般
介
護
予
防
事
業
」や「
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

総
合
事
業
を
上
手
に
活
用
し
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
全
て
の
65
歳

以
上
の
人
、
ま
た
は
講
座
や
地
域
づ
く

り
の
活
動
を
支
援
す
る
人

⃝
�

内
容　
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
、

健
康
相
談
・
健
康
教
室

高
齢
者
の
自
宅
に
、
登
録
し
た
生
活
援

助
員（
地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が

訪
問
し
、
簡
単
な
日
常
生
活
の
手
伝
い
を

す
る
、
住
民
主
体
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

⃝
�

援
助
内
容　
食
事
の
準
備
や
洗
濯
、
掃

除
、
買
い
物
な
ど

⃝

利
用
可
能
時
間

１
日
２
時
間（
月
10
時
間
を
上
限
）

⃝

利
用
料　
１
時
間
当
た
り
２
０
０
円

※
併
用
不
可
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の

　
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
問
い
合
わ
せ
】

各
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
生
活
援
助
員
登
録
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
】　
都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
25
－
２
１
２
３

一
般
介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

地
域
で
支
え
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
一
例

生
活
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス
事
業

生活おたすけサービス利用者の声

【松山さん】　毎週１時間、掃除のみを
手伝ってもらっています。炊事や洗濯
なども手伝ってもらうと体が弱ってし
まうので、できることはなるべく自分
でしています。坂口さんとの会話も楽
しく、サービスを利用し始めてから、
明るく元気に過ごせています。

【坂口さん】　人のために役立ちたいと
思い、生活援助員に登録。昨年の９月
から松山さん宅を訪問しています。は
つらつとした松山さんから、毎回、エ
ネルギーをもらっています。

（左）生活援助員 （右）利用者
坂口 知恵美さん 松山 キミさん
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